
議会だより
No. 131
令和４年２月

発行/鳥取県日野町議会

ひの

…………………P２
……………P３～７

……………………………………P８
………………………………………P９～1２
………………………………………P1３～15

……………P16

・新年の挨拶/議会アンケート調査のお願い
・12月定例会/補正予算・条例改正・人事
・10月臨時会/11月臨時会
・一般質問(４人)
・委員会活動報告
・日野に生きる「集落再生の息吹が聞こえる」　

　

日野に生きる日野に生きる

主な内容

裏表紙に記事を掲載しています。   集落再生の息吹が聞こえる 第6回 写真は奥渡彩り倶楽部



2

新
年
の
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　令
和
４
年
の
幕
開
け
で
す
。

　今
年
の
干
支
は
寅
。
虎
は
勇
猛
果
敢
に
挑

む
と
こ
ろ
か
ら
、
壁
を
突
き
破
り
運
気
を
呼

び
込
む
、
機
敏
に
挑
戦
す
る
な
ど
縁
起
の
良
い
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
本
町
の
現
状
打
破
、
再
生
に
向
か
う
年
と
期
待
を
寄
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　町
の
大
き
な
課
題
は
、
①
人
口
の
減
少
、 

②
高
齢
化
、 

③
過
疎
化
で

あ
り
ま
す
。

　こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
20
年
後
に
は
町
の
人
口
が
６
０
０
人
位
に
な
る
と

い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
率
が
50
％
を
越
し
、
町
の
産
業
が
衰
退

し
、
教
育
・
医
療
・
介
護
の
存
続
に
も
影
響
し
ま
す
。

　地
域
に
出
か
け
る
常
任
委
員
会
等
で
、
町
民
が
抱
え
る
身
近
な
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　町
民
の
課
題
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
屠
体
処
理
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

５
０
０
円
化
等
を
町
長
に
政
策
提
言
し
て
い
ま
す
。

　議
員
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
数
ケ
月
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
声
を

政
策
化
す
る
仕
上
げ
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
声
を
具
現
化

す
る
た
め
に
も
、
自
治
会
や
団
体
な
ど
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

令和４年
新しい年を迎えて

日野町議会

議長　小谷 博徳

　

日
野
町
民
の
皆
さ
ま
へ　
　

 

　平
素
よ
り
日
野
町
議
会
の
運
営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
町
議
会
は
、議
員
全
員
に
よ
る
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
を
組
織
し
、議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の一

環
と
し
て
、平
成
30
年
に
は「
チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
の
」で
本
会
議
の

中
継
放
送
に
踏
み
切
り
、さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
予
算
説
明

を
内
容
と
す
る
全
員
協
議
会
の
中
継
も
始
め
ま
し
た
。

　こ
の
議
会
中
継
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
は
じ
め
、今
後
の
議

会
改
革
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、各
分
野
に
わ
た
っ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
返
送
用
の
封
筒
は
、本
誌「
ひ
の
議

　
会
だ
よ
り
」に
挟
み
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

〇
記
入
さ
れ
ま
し
た
ら
、返
送
用
封
筒
に
入
れ
て
投
函
し
て

　
く
だ
さ
い
。切
手
は
不
要
で
す
。

〇
用
紙
は
１
世
帯
に
１
部
し
か
配
布
で
き
ま
せ
ん
が
、で
き

　
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、ス

　
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。左
の

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
簡
単
に
提
出

　
で
き
ま
す
。ご
家
族
全
員
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
返
送
の
締
め
切
り
は
令
和
４
年
３
月

　
15
日
で
す
。

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、「
ひ
の

　
議
会
だ
よ
り
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会改革推進特別委員会より

議会に関するアンケート調査のお願い

12
月
定
例
会
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主
な
歳
出
︵
支
出
︶

〇
義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
費

　
　７
億
２
５
６
８
万
２
千
円

内
訳

　増
築
工
事
請
負
費

　

　
　
　
　
　７
億
１
５
０
万
円

　
　
　工
事
監
理
委
託
料
他

　

　
　
　
　１
８
９
４
万
４
千
円

　
　
　根
雨
小
学
校
仮
移
転
費

　
　
　
　
　５
２
３
万
８
千
円

〇
児
童
手
当
事
務

　
　
　
　
　１
４
３
万
６
千
円

・
特
例
給
付
に
所
得
上
限
が
設

け
ら
れ
る
た
め
シ
ス
テ
ム
改
修

枠
内
は
補
正
11
号

〇
下
榎
改
良
住
宅
解
体
工
事

　
　追
加
工
事

　２
４
２
万
円

〇
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　１
５
５
０
万
円

〇
原
油
価
格
高
騰
に
係
わ
る
生

活
支
援
事
業

　

　
　
　
　１
４
２
２
万
５
千
円

　全
世
帯
に
１
世
帯
当
り
１
万

円
分
の
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
購
入

券
を
配
布

 

主
な
歳
入
︵
収
入
︶

〇
国
・
県
か
ら
の
収
入

　

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金

　１
４
３
万
５
千
円

・
感
染
症
予
防
事
業

　
　
　
　
　
　
　75
万
８
千
円

・
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

　
　
　
　１
億
１
１
１
０
万
円

・
子
育
て
支
援
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　10
万
７
千
円

・
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
費

　
　
　
　
　
　
　78
万
１
千
円

枠
内
は
補
正
第
11
号

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　金

　
　
　
　１
５
５
０
万
円

・
原
油
価
格
高
騰
に
係
わ
る
支

　援
補
助
金
１
３
２
万
７
千
円

〇
繰
入
金(

預
金
取
り
崩
し)

・
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

　
　
　
　２
２
５
８
万
２
千
円

〇
町
債(

借
入
金)

　

・
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　３
１
０
万
円

・
義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
債

　
　
　
　
　６
億
７
８
０
万
円

義務教育学校建築事業

総額１０億２,７３０万円

７
億
６
６
６
４
万
７
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
が

　
　
　
　
49
億
８
８
８
０
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。　

一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
10
号
、第
11
号
）

令和３年

12月7日～
　　　12月16日

12月定例会

　バ
ス
の
運
行
費
、
１

便
当
た
り
の
増
額
の
根

拠
は
。

　10
月
ま
で
の
も
の
を

月
数
で
割
っ
た
額
を
基

に
し
て
概
算
で
上
げ
て
い
ま
す
。

　原
油
高
騰
に
係
る
支

援
の
県
制
度
設
計
は
、

１
世
帯
５
千
円
の
灯
油
購
入
補

助
で
あ
る
が
、
本
町
は
ガ
ソ
リ

ン
購
入
も
補
助
対
象
と
し
、
さ

ら
に
１
万
円
に
し
た
理
由
は
。

　原
油
価
格
の
高
騰
が
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、
灯
油

だ
け
で
な
く
ガ
ソ
リ
ン
も
同
じ

く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

町
独
自
の
考
え
で
全
世
帯
対
象

と
し
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
来
て
か
ら
の
給
付

な

主

質

疑

で
も
よ
い
の
で
は
。
基
金
を
取

り
崩
す
意
味
も
不
明
で
あ
る
。

　交
付
金
が
出
た
ら
財
源

振
替
す
る
。
基
金
は
こ
の

よ
う
な
時
に
使
う
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　義
務
教
育
学
校
日
野

学
園
は
、
当
初
５
億
円

程
度
の
事
業
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
補
正
追
加
が
７
億

２
５
６
８
万
円
。
ト
ー
タ
ル
で

こ
の
事
業
の
予
算
は
10
億
２
７

３
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

ま
で
予
算
が
膨
ら
む
と
疑
問
が

残
る
。
丁
寧
な
説
明
を
求
め
ま

す
。

　当
初
、
５
億
円
以
上
と

い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
申
し
上
げ
ま
し
た
。
経
費
の

節
減
も
検
討
を
さ
せ
ま
し
た
。

議員議員

議員

議員 町長

町長町長

教育
課長

　令和５年４月に開校予定している義務教育学校「日野学園」につい
て、9月定例会に補正した改築費３億１６２万円に続いて増築部分７億
２５６８万円を追加するものです。
　工事期間中の根雨小学校児童の学びの場を日野中学校とするため、
必要な費用も含みます。

〇
教
育
委
員
会
一
般
管
理
費

　バ
ス
運
行
委
託
料

　95
万
円

・
小
・
中
学
校
土
曜
日
授
業
、

部
活
動
に
係
る
バ
ス
の
運
行
費

予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た
め

〇
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
　

　
　
　
　
　２
６
７
万
７
千
円

高騰するガソリン
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加
工
事

　２
４
２
万
円

〇
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
　１
５
５
０
万
円

〇
原
油
価
格
高
騰
に
係
わ
る
生

活
支
援
事
業

　

　
　
　
　１
４
２
２
万
５
千
円

　全
世
帯
に
１
世
帯
当
り
１
万

円
分
の
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
購
入

券
を
配
布

 

主
な
歳
入
︵
収
入
︶

〇
国
・
県
か
ら
の
収
入

　

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金

　１
４
３
万
５
千
円

・
感
染
症
予
防
事
業

　
　
　
　
　
　
　75
万
８
千
円

・
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

　
　
　
　１
億
１
１
１
０
万
円

・
子
育
て
支
援
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　10
万
７
千
円

・
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
費

　
　
　
　
　
　
　78
万
１
千
円

枠
内
は
補
正
第
11
号

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　金

　
　
　
　１
５
５
０
万
円

・
原
油
価
格
高
騰
に
係
わ
る
支

　援
補
助
金
１
３
２
万
７
千
円

〇
繰
入
金(

預
金
取
り
崩
し)

・
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

　
　
　
　２
２
５
８
万
２
千
円

〇
町
債(

借
入
金)

　

・
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　３
１
０
万
円

・
義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
債

　
　
　
　
　６
億
７
８
０
万
円

義務教育学校建築事業

総額１０億２,７３０万円

７
億
６
６
６
４
万
７
千
円
増
額
し
、予
算
総
額
が

　
　
　
　
49
億
８
８
８
０
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。　

一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
10
号
、第
11
号
）

令和３年

12月7日～
　　　12月16日

12月定例会

　バ
ス
の
運
行
費
、
１

便
当
た
り
の
増
額
の
根

拠
は
。

　10
月
ま
で
の
も
の
を

月
数
で
割
っ
た
額
を
基

に
し
て
概
算
で
上
げ
て
い
ま
す
。

　原
油
高
騰
に
係
る
支

援
の
県
制
度
設
計
は
、

１
世
帯
５
千
円
の
灯
油
購
入
補

助
で
あ
る
が
、
本
町
は
ガ
ソ
リ

ン
購
入
も
補
助
対
象
と
し
、
さ

ら
に
１
万
円
に
し
た
理
由
は
。

　原
油
価
格
の
高
騰
が
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
補
助
で
あ
り
、
灯
油

だ
け
で
な
く
ガ
ソ
リ
ン
も
同
じ

く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

町
独
自
の
考
え
で
全
世
帯
対
象

と
し
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
来
て
か
ら
の
給
付

な

主

質

疑

で
も
よ
い
の
で
は
。
基
金
を
取

り
崩
す
意
味
も
不
明
で
あ
る
。

　交
付
金
が
出
た
ら
財
源

振
替
す
る
。
基
金
は
こ
の

よ
う
な
時
に
使
う
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　義
務
教
育
学
校
日
野

学
園
は
、
当
初
５
億
円

程
度
の
事
業
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
が
、
補
正
追
加
が
７
億

２
５
６
８
万
円
。
ト
ー
タ
ル
で

こ
の
事
業
の
予
算
は
10
億
２
７

３
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
こ

ま
で
予
算
が
膨
ら
む
と
疑
問
が

残
る
。
丁
寧
な
説
明
を
求
め
ま

す
。

　当
初
、
５
億
円
以
上
と

い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
申
し
上
げ
ま
し
た
。
経
費
の

節
減
も
検
討
を
さ
せ
ま
し
た
。

議員議員

議員

議員 町長

町長町長

教育
課長

　令和５年４月に開校予定している義務教育学校「日野学園」につい
て、9月定例会に補正した改築費３億１６２万円に続いて増築部分７億
２５６８万円を追加するものです。
　工事期間中の根雨小学校児童の学びの場を日野中学校とするため、
必要な費用も含みます。

〇
教
育
委
員
会
一
般
管
理
費

　バ
ス
運
行
委
託
料

　95
万
円

・
小
・
中
学
校
土
曜
日
授
業
、

部
活
動
に
係
る
バ
ス
の
運
行
費

予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た
め

〇
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
　

　
　
　
　
　２
６
７
万
７
千
円

高騰するガソリン
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12
月
定
例
会

結
果
的
に
10
億
円
を
超
え
る
金

額
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
義
務
教
育
学
校
を

良
い
環
境
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　住
民
説
明
は
、
12
月
９
日
、

10
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　10
億
円
は
町
民
１
人

当
た
り
い
く
ら
の
借
金

で
す
か
。

　事
業
費
10
億
円
の
補

助
金
が
確
定
し
て
い
な

い
が
、
予
想
で
は
３
憶
円
。
過

疎
債
で
７
億
円
借
入
す
る
と
約

５
億
円
が
交
付
税
で
収
入
に
な

り
ま
す
。
実
質
返
済
額
は
２
億

円
で
す
か
ら
、
町
民
一
人
当
り

10
万
円
弱
で
す
。

議員町長

　根
雨
小
学
校
か
ら
日

野
中
学
校
へ
の
引
っ
越

し
費
で
約
６
０
０
万
円
弱
の
予

算
が
つ
い
て
い
ま
す
。
黒
坂
小

学
校
の
校
舎
で
十
分
授
業
が
で

き
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
日
野
中

な
の
で
す
か
。

　仮
に
黒
坂
小
学
校
を

使
う
場
合
で
も
、
運
搬

委
託
費
と
か
機
器
移
設
業
務
は

か
か
り
ま
す
。
か
か
ら
な
い
の

は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
か
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
で
す
。

　黒
坂
小
学
校
に
根
雨
小
学
校

の
児
童
が
行
く
た
め
の
バ
ス
の

運
行
委
託
料
が
一
方
で
か
か
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
試
算
し
比

較
す
る
と
、
１
０
０
万
円
ぐ
ら

い
日
野
中
を
使
用
し
た
場
合
の

予
算
が
高
い
で
す
。
予
算
的
に

は
そ
う
い
う
議
論
を
し
ま
し
た
。

　も
う
一
方
で
、
子
供
た
ち
が

学
ぶ
環
境
と
し
て
ど
う
か
っ
て

い
う
と
こ
ろ
も
非
常
に
大
事
な

と
こ
ろ
で
す
。
根
雨
小
学
校
と

か
黒
坂
小
学
校
の
学
校
の
独
自

性
と
い
う
と
こ
ろ
が
十
分
に
発

揮
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　そ
れ
が
、
最
後
の
１
年
間
と

い
う
形
で
閉
校
を
迎
え
る
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
と
し
て
、
し

っ
か
り
と
根
雨
小
学
校
は
根
雨

小
学
校
の
教
育
を
し
て
い
き
た

い
、
黒
坂
小
学
校
は
黒
坂
小
学

校
の
教
育
を
し
て
い
き
た
い
、

日
野
中
学
校
は
日
野
中
学
校
の

教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

と
こ
ろ
を
、
大
切
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　住
民
説
明
会
を
や
っ

て
、
そ
こ
で
住
民
の
反

応
が
あ
り
住
民
の
声
が
出
る
と

思
う
。
こ
の
金
額
を
聞
い
て
、

改
め
て
検
討
、
議
論
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
議
案
を
上
げ
て
採
決

す
る
の
が
普
通
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
。

　９
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
と
き
に
は
、
工
事

費
の
積
算
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　住
民
説
明
会
を
12
月
９
日
、

10
日
に
開
き
ま
す
。
今
、
議
会

で
住
民
の
代
表
の
議
員
の
皆
さ

ま
に
ご
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　住
民
説
明
会
を
や
っ

て
住
民
の
声
が
上
が
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
声
を
し
っ
か

り
議
論
、
討
論
す
る
前
に
決
め

て
し
ま
う
と
い
う
や
り
方
で
住

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
か
。

　保
護
者
・
住
民
説
明

会
で
、
検
討
の
経
過
な

ど
、
令
和
５
年
開
校
に
向
け
て

御
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
説

明
を
当
然
事
務
方
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
意
見
交
換
な
ど
の
場

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　改
築
の
図
面
を
見
る

と
多
目
的
教
室
、
多
目

的
空
間
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
結
果
的
に
事
業
費
が
増
大

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

議員

議員議員

議員

教育
課長

町長

町長

　日
野
学
園
の
教
育
内

容
の
一
部
に
、
故
郷
を

愛
す
る
心
の
育
成
﹁
ふ
る
さ
と

教
育
﹂
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　地
域
の
方
と
の
交
流
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
教
育
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
多

目
的
な
空
間
、
地
域
の
方
が
気

楽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
を
確
保

し
ま
し
た
。

教育
課長

日野中学校

解体される根雨小学校昇降口

12
月
定
例
会
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町営住宅

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
額

　
　１
１
１
万
６
千
円

予
算
総
額

　
　
　４
億
５
０
３
万
７
千
円

・
国
保
税
軽
減
額
の
実
績
見
込

み
増
に
伴
う
基
盤
安
定
繰
越
金

の
増
額
の
た
め
国
保
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
る
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
額

　
　
　
　26
万
７
千
円

予
算
総
額

　
　６
億
５
６
０
３
万
３
千
円

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
減
少

し
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
加

の
た
め
と
過
年
度
負
担
金
等
返

還
金

〇
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
額

　△
８
３
８
万
６
千
円

予
算
総
額
８
４
２
５
万
４
千
円

〇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
額

　△
６
４
５
万
２
千
円

予
算
総
額
８
４
０
８
万
９
千
円

・
日
野
高
校
入
り
口
の
水
道
管
、

下
水
道
管
布
設
替
工
事
が
次
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
た
め

〇
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

・
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
軽

減
す
る
。

〇
日
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

・
出
産
一
時
金
の
給
付
額
42
万
円

を
維
持
す
る
た
め
の
数
値
の
改
正

〇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
額

　
　
　
　19
万
６
千
円

予
算
総
額
４
４
２
５
万
１
千
円

・
黒
坂
処
理
場
電
気
料
増
加

〇
日
野
町
営
住
宅
等
売
却
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
現
入
居
中
の
一
部
の
町
営

住
宅
等
の
購
入
を
希
望
さ
れ

た
場
合
、
売
却
に
必
要
な
事

項
や
売
却
価
格
を
定
め
る
も

の
。

反
対
討
論

　町
民
共
有
の
財

産
を
売
却
す
る
条
例
は
、
慎

重
に
議
会
と
議
論
す
る
べ
き

で
す
。

　町
長
が
決
定
す
る
裁
量
が

大
き
す
ぎ
ま
す
。

賛
成
討
論

　長
年
、
町
営
住

宅
に
入
居
さ
れ
た
方
が
、
住

宅
を
取
得
で
き
入
居
者
が
町

へ
定
住
で
き
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論

　条
例
の
意
義
は

評
価
し
ま
す
。
施
行
令
や
要

綱
を
整
備
し
、
合
わ
せ
て
議

論
し
た
い
の
で
再
提
出
を
望

み
ま
す
。

賛
成
討
論

　過
去
に
改
良
住

宅
等
を
売
却
し
た
例
が
あ
り

ま
す
。
買
い
手
の
希
望
が
な

け
れ
ば
、
多
額
の
費
用
を
か

け
解
体
し
て
い
ま
す
。

　賛
成
４
人
、
反
対
４
人
の

同
数
の
た
め
、
議
長
裁
決
で

否
決

　一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
10
号
）
の
討
論

反
対
討
論
　
義
務
教
育
学
校
設
立
に
係
る
10
億
円
以
上
の
総
予

算
が
町
民
・
議
会
に
提
示
さ
れ
た
の
は
、
予
算
審
議
の
直
前
で

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
巨
額
の
投
資
を
す
る
の
で
、
町
民
に
考
え

る
時
間
を
与
え
る
べ
き
で
す
。
地
域
と
共
に
あ
る
義
務
教
育
学

校
な
の
で
、
も
う
少
し
丁
寧
に
住
民
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
従
っ
て
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　
補
正
予
算
の
大
半
を
占
め
る
義
務
教
育
学
校
建
設

事
業
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
日
野
町
に
、
持
続
可
能

な
教
育
体
制
を
も
た
ら
す
大
事
な
事
業
で
す
。
約
10
億
円
の
建

設
費
用
も
、
補
助
金
や
過
疎
債
の
交
付
税
措
置
等
の
活
用
で
実

質
的
な
町
の
負
担
は
２
億
円
強
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
町
の

財
政
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
予
算
も
い

ず
れ
も
本
町
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
賛
成
で
す
。

反
対
討
論
　
最
近
に
な
っ
て
提
示
さ
れ
た
総
投
資
額
10
億
円
以

上
と
い
う
数
字
に
対
し
て
、
10
年
後
、
20
年
後
の
義
務
教
育
学

校
の
生
徒
数
を
考
え
た
時
、
本
当
に
こ
れ
だ
け
の
費
用
を
か
け

る
べ
き
か
ど
う
か
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
点
に

お
い
て
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　
こ
の
予
算
が
通
れ
ば
義
務
教
育
学
校
の
建
設
へ
の

道
が
整
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
、
子
供
達
や
地
域
に
と
っ
て
最
高
の
教
育
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
は
教
育

内
容
を
充
実
し
て
魂
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
観
点
か

ら
賛
成
し
ま
す
。

特
別
会
計
補
正

条
例
改
定
・
制
定
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結
果
的
に
10
億
円
を
超
え
る
金

額
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
義
務
教
育
学
校
を

良
い
環
境
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　住
民
説
明
は
、
12
月
９
日
、

10
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　10
億
円
は
町
民
１
人

当
た
り
い
く
ら
の
借
金

で
す
か
。

　事
業
費
10
億
円
の
補

助
金
が
確
定
し
て
い
な

い
が
、
予
想
で
は
３
憶
円
。
過

疎
債
で
７
億
円
借
入
す
る
と
約

５
億
円
が
交
付
税
で
収
入
に
な

り
ま
す
。
実
質
返
済
額
は
２
億

円
で
す
か
ら
、
町
民
一
人
当
り

10
万
円
弱
で
す
。

議員町長

　根
雨
小
学
校
か
ら
日

野
中
学
校
へ
の
引
っ
越

し
費
で
約
６
０
０
万
円
弱
の
予

算
が
つ
い
て
い
ま
す
。
黒
坂
小

学
校
の
校
舎
で
十
分
授
業
が
で

き
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
日
野
中

な
の
で
す
か
。

　仮
に
黒
坂
小
学
校
を

使
う
場
合
で
も
、
運
搬

委
託
費
と
か
機
器
移
設
業
務
は

か
か
り
ま
す
。
か
か
ら
な
い
の

は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
か
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
で
す
。

　黒
坂
小
学
校
に
根
雨
小
学
校

の
児
童
が
行
く
た
め
の
バ
ス
の

運
行
委
託
料
が
一
方
で
か
か
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
試
算
し
比

較
す
る
と
、
１
０
０
万
円
ぐ
ら

い
日
野
中
を
使
用
し
た
場
合
の

予
算
が
高
い
で
す
。
予
算
的
に

は
そ
う
い
う
議
論
を
し
ま
し
た
。

　も
う
一
方
で
、
子
供
た
ち
が

学
ぶ
環
境
と
し
て
ど
う
か
っ
て

い
う
と
こ
ろ
も
非
常
に
大
事
な

と
こ
ろ
で
す
。
根
雨
小
学
校
と

か
黒
坂
小
学
校
の
学
校
の
独
自

性
と
い
う
と
こ
ろ
が
十
分
に
発

揮
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　そ
れ
が
、
最
後
の
１
年
間
と

い
う
形
で
閉
校
を
迎
え
る
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
と
し
て
、
し

っ
か
り
と
根
雨
小
学
校
は
根
雨

小
学
校
の
教
育
を
し
て
い
き
た

い
、
黒
坂
小
学
校
は
黒
坂
小
学

校
の
教
育
を
し
て
い
き
た
い
、

日
野
中
学
校
は
日
野
中
学
校
の

教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う

と
こ
ろ
を
、
大
切
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　住
民
説
明
会
を
や
っ

て
、
そ
こ
で
住
民
の
反

応
が
あ
り
住
民
の
声
が
出
る
と

思
う
。
こ
の
金
額
を
聞
い
て
、

改
め
て
検
討
、
議
論
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
議
案
を
上
げ
て
採
決

す
る
の
が
普
通
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
。

　９
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
と
き
に
は
、
工
事

費
の
積
算
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　住
民
説
明
会
を
12
月
９
日
、

10
日
に
開
き
ま
す
。
今
、
議
会

で
住
民
の
代
表
の
議
員
の
皆
さ

ま
に
ご
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　住
民
説
明
会
を
や
っ

て
住
民
の
声
が
上
が
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
声
を
し
っ
か

り
議
論
、
討
論
す
る
前
に
決
め

て
し
ま
う
と
い
う
や
り
方
で
住

民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
か
。

　保
護
者
・
住
民
説
明

会
で
、
検
討
の
経
過
な

ど
、
令
和
５
年
開
校
に
向
け
て

御
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
説

明
を
当
然
事
務
方
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
意
見
交
換
な
ど
の
場

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　改
築
の
図
面
を
見
る

と
多
目
的
教
室
、
多
目

的
空
間
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
結
果
的
に
事
業
費
が
増
大

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

議員

議員議員

議員

教育
課長

町長

町長

　日
野
学
園
の
教
育
内

容
の
一
部
に
、
故
郷
を

愛
す
る
心
の
育
成
﹁
ふ
る
さ
と

教
育
﹂
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　地
域
の
方
と
の
交
流
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
教
育
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
多

目
的
な
空
間
、
地
域
の
方
が
気

楽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
を
確
保

し
ま
し
た
。

教育
課長

日野中学校

解体される根雨小学校昇降口
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月
定
例
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町営住宅

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
額

　
　１
１
１
万
６
千
円

予
算
総
額

　
　
　４
億
５
０
３
万
７
千
円

・
国
保
税
軽
減
額
の
実
績
見
込

み
増
に
伴
う
基
盤
安
定
繰
越
金

の
増
額
の
た
め
国
保
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
る
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
額

　
　
　
　26
万
７
千
円

予
算
総
額

　
　６
億
５
６
０
３
万
３
千
円

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
減
少

し
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
加

の
た
め
と
過
年
度
負
担
金
等
返

還
金

〇
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
額

　△
８
３
８
万
６
千
円

予
算
総
額
８
４
２
５
万
４
千
円

〇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
額

　△
６
４
５
万
２
千
円

予
算
総
額
８
４
０
８
万
９
千
円

・
日
野
高
校
入
り
口
の
水
道
管
、

下
水
道
管
布
設
替
工
事
が
次
年

度
に
繰
り
越
さ
れ
た
め

〇
日
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

・
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に

係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
を
軽

減
す
る
。

〇
日
野
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

・
出
産
一
時
金
の
給
付
額
42
万
円

を
維
持
す
る
た
め
の
数
値
の
改
正

〇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
額

　
　
　
　19
万
６
千
円

予
算
総
額
４
４
２
５
万
１
千
円

・
黒
坂
処
理
場
電
気
料
増
加

〇
日
野
町
営
住
宅
等
売
却
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
現
入
居
中
の
一
部
の
町
営

住
宅
等
の
購
入
を
希
望
さ
れ

た
場
合
、
売
却
に
必
要
な
事

項
や
売
却
価
格
を
定
め
る
も

の
。

反
対
討
論

　町
民
共
有
の
財

産
を
売
却
す
る
条
例
は
、
慎

重
に
議
会
と
議
論
す
る
べ
き

で
す
。

　町
長
が
決
定
す
る
裁
量
が

大
き
す
ぎ
ま
す
。

賛
成
討
論

　長
年
、
町
営
住

宅
に
入
居
さ
れ
た
方
が
、
住

宅
を
取
得
で
き
入
居
者
が
町

へ
定
住
で
き
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論

　条
例
の
意
義
は

評
価
し
ま
す
。
施
行
令
や
要

綱
を
整
備
し
、
合
わ
せ
て
議

論
し
た
い
の
で
再
提
出
を
望

み
ま
す
。

賛
成
討
論

　過
去
に
改
良
住

宅
等
を
売
却
し
た
例
が
あ
り

ま
す
。
買
い
手
の
希
望
が
な

け
れ
ば
、
多
額
の
費
用
を
か

け
解
体
し
て
い
ま
す
。

　賛
成
４
人
、
反
対
４
人
の

同
数
の
た
め
、
議
長
裁
決
で

否
決

　一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
10
号
）
の
討
論

反
対
討
論
　
義
務
教
育
学
校
設
立
に
係
る
10
億
円
以
上
の
総
予

算
が
町
民
・
議
会
に
提
示
さ
れ
た
の
は
、
予
算
審
議
の
直
前
で

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
巨
額
の
投
資
を
す
る
の
で
、
町
民
に
考
え

る
時
間
を
与
え
る
べ
き
で
す
。
地
域
と
共
に
あ
る
義
務
教
育
学

校
な
の
で
、
も
う
少
し
丁
寧
に
住
民
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
従
っ
て
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　
補
正
予
算
の
大
半
を
占
め
る
義
務
教
育
学
校
建
設

事
業
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
日
野
町
に
、
持
続
可
能

な
教
育
体
制
を
も
た
ら
す
大
事
な
事
業
で
す
。
約
10
億
円
の
建

設
費
用
も
、
補
助
金
や
過
疎
債
の
交
付
税
措
置
等
の
活
用
で
実

質
的
な
町
の
負
担
は
２
億
円
強
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
町
の

財
政
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
予
算
も
い

ず
れ
も
本
町
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
賛
成
で
す
。

反
対
討
論
　
最
近
に
な
っ
て
提
示
さ
れ
た
総
投
資
額
10
億
円
以

上
と
い
う
数
字
に
対
し
て
、
10
年
後
、
20
年
後
の
義
務
教
育
学

校
の
生
徒
数
を
考
え
た
時
、
本
当
に
こ
れ
だ
け
の
費
用
を
か
け

る
べ
き
か
ど
う
か
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
点
に

お
い
て
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
　
こ
の
予
算
が
通
れ
ば
義
務
教
育
学
校
の
建
設
へ
の

道
が
整
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
、
子
供
達
や
地
域
に
と
っ
て
最
高
の
教
育
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
は
教
育

内
容
を
充
実
し
て
魂
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
観
点
か

ら
賛
成
し
ま
す
。

特
別
会
計
補
正

条
例
改
定
・
制
定
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日
野
町
下
榎
１
１
８
６
番
地

日
野
町
農
産
物
加
工
所
の
指
定

管
理
者
に

　鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合

　

　代
表
理
事
組
合
長

　

　
　
　谷
本

　晴
美 

氏
に

　令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
す

る
。 指

定
管
理
者
指
定

日
野
町
監
査
委
員
の
選
任

再

　任

　

　長
谷
部

　正
人

任

　期
　令
和
３
年
12
月
21
日
か
ら

　令
和
７
年
12
月
20
日
ま
で

賛
成
８
人
、
反
対
０
人
、
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
営
う
な
ば
ら
荘
の

廃
止
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議

　う
な
ば
ら
荘
の
廃
止
に
伴
う

財
産
処
分
に
関
し
、
議
会
の
議

決
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

⒈
う
な
ば
ら
荘
に
係
る
土
地
に

つ
い
て
は
日
吉
津
村
に
譲
与
し
、

う
な
ば
ら
荘
基
金
に
属
す
る
現

金
は
構
成
市
町
村
に
分
配

⒉
処
分
す
る
財
産
調
書

土
地

　１
万
２
１
３
０
・
４
９
㎡

建
物

　本
館
・
車
庫
等

　
　
　３
３
２
９
・
６
５
６
㎡

譲
渡
価
格

　
　
　
　
　41
万
５
８
０
０
円

譲
渡
の
相
手
先

米
子
市
皆
生
４
丁
目
２
番
地
28

株
式
会
社
ヤ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン

　

・
譲
渡
相
手
の
使
途
は
、
ア
ス

リ
ー
ト
の
拠
点
で
西
部
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
。

譲
渡
理
由

　解
体
す
れ
ば
３
億

円
以
上
か
か
り
本
町
の
負
担
は

１
千
万
円
以
上
か
か
る
た
め
。

保育所等の最低基準(職員配置・面積基準)と保育士の処遇の抜本的な改善を求める意見書

　コロナ禍でも基本的に開所が求められている保育所等の施設では、感染対策をしながら、子どもの命と健

康を守り、発達を保障する保育が行われている。しかし、感染対策を徹底することで日常の業務量が増え、

また、保育の営みにおいては「密」を避けることは困難であることなどから、職員の精神的・肉体的な負担

が大きくなり、このことが保育士不足に拍車をかけている。

　岸田政権が分配戦略の柱に掲げる保育士などに、来年２月から３パーセント程度の賃上げを決定したが、

貧しい保育士配置のなかで、わずかな賃上げでは処遇改善には程遠いと言わざるを得ない。

　コロナ禍への対応として、保育所等における「密」な環境を是正し、感染対策を徹底し、手厚い保育を行

うためにも、保育所の施設・職員配置基準の改善が急務である。

　小学校では、コロナ禍を受けて少人数学級化の全学年での実施が決まり、順次実施されている。令和３年

度『学校基本調査』によれば、公立小学校の学級あたりの平均児童数はすでに22.7人になっており、今後20

人前後の学級が増えると予測されるが、小学生よりも幼い乳幼児が長時間生活する保育所等の4・5歳児の配

置基準（子ども30人に保育士1人）は70年以上も放置されているのは由々しき事態と言わざるを得ない。

　コロナ禍のなかで、保育環境の改善、職員の処遇改善を求める保護者、職員、地域住民の声は大きくなっ

ており、いまこそ国が責任をもって改善をすすめることが求められている。

　よって、国におかれては、必要な財源を確保し、下記の事項について実現されるよう強く要望する。

１)　国は「保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と保育士の処遇を、抜本的に改善すること。

以上、地方自治法第9 9条の規定に基づき、意見書を提出する。

日野町議会　　　　　　令和３年12月16日　　

　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、内閣府特命担当大臣(少子化対策)

日野町農産物加工所（大夢多夢）

意見書の提出
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月
定
例
会
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え
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、
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を
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が
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り
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を
利
用
し
て
、

日
野
高
等
学
校
黒
坂
校

舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
陸
上

競
技
場
を
日
野
郡
３
町

が
連
携
し
て
ス
ポ
ー
ツ

活
動
拠
点
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
は
、
本
町
を

は
じ
め
郡
内
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
育
成
や
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸

成

に

繋

が

る

と

認

め
、
採
択
と
い
た
し
ま

し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

採 決
安
達 

幸
博

中
山 

法
貴

佐
々
木 

求

竹
永 

明
文

梅
林 

敏
彦

金
川 

守
仁

令和3年　第12回日野町議会定例会(12月)議案採決
松
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信
孝
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男

採決

日野高等学校黒坂校舎グラウンドの陸上競技場トラック整備についての陳情

日野町国民健康保険税条例の一部改正について

日野町国民健康保険条例の一部改正について

日野町営住宅等売却条例の制定について

日野町農産物加工所の指定管理者の指定について

鳥取県西部広域管理組合営うなばら荘の廃止に伴う財産処分に関する協議について

令和3年度日野町一般会計補正予算(第10号)
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令和3年度日野町一般会計補正予算(第11号)

保育所等の最低基準(職員配置・面積基準)と保育士の処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出
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日
野
町
下
榎
１
１
８
６
番
地

日
野
町
農
産
物
加
工
所
の
指
定

管
理
者
に

　鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合

　

　代
表
理
事
組
合
長

　

　
　
　谷
本

　晴
美 

氏
に

　令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
す

る
。 指

定
管
理
者
指
定

日
野
町
監
査
委
員
の
選
任

再

　任

　

　長
谷
部

　正
人

任

　期
　令
和
３
年
12
月
21
日
か
ら

　令
和
７
年
12
月
20
日
ま
で

賛
成
８
人
、
反
対
０
人
、
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
営
う
な
ば
ら
荘
の

廃
止
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議

　う
な
ば
ら
荘
の
廃
止
に
伴
う

財
産
処
分
に
関
し
、
議
会
の
議

決
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

⒈
う
な
ば
ら
荘
に
係
る
土
地
に

つ
い
て
は
日
吉
津
村
に
譲
与
し
、

う
な
ば
ら
荘
基
金
に
属
す
る
現

金
は
構
成
市
町
村
に
分
配

⒉
処
分
す
る
財
産
調
書

土
地

　１
万
２
１
３
０
・
４
９
㎡

建
物

　本
館
・
車
庫
等

　
　
　３
３
２
９
・
６
５
６
㎡

譲
渡
価
格

　
　
　
　
　41
万
５
８
０
０
円

譲
渡
の
相
手
先

米
子
市
皆
生
４
丁
目
２
番
地
28

株
式
会
社
ヤ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン

　

・
譲
渡
相
手
の
使
途
は
、
ア
ス

リ
ー
ト
の
拠
点
で
西
部
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
。

譲
渡
理
由

　解
体
す
れ
ば
３
億

円
以
上
か
か
り
本
町
の
負
担
は

１
千
万
円
以
上
か
か
る
た
め
。

保育所等の最低基準(職員配置・面積基準)と保育士の処遇の抜本的な改善を求める意見書

　コロナ禍でも基本的に開所が求められている保育所等の施設では、感染対策をしながら、子どもの命と健

康を守り、発達を保障する保育が行われている。しかし、感染対策を徹底することで日常の業務量が増え、

また、保育の営みにおいては「密」を避けることは困難であることなどから、職員の精神的・肉体的な負担

が大きくなり、このことが保育士不足に拍車をかけている。

　岸田政権が分配戦略の柱に掲げる保育士などに、来年２月から３パーセント程度の賃上げを決定したが、

貧しい保育士配置のなかで、わずかな賃上げでは処遇改善には程遠いと言わざるを得ない。

　コロナ禍への対応として、保育所等における「密」な環境を是正し、感染対策を徹底し、手厚い保育を行

うためにも、保育所の施設・職員配置基準の改善が急務である。

　小学校では、コロナ禍を受けて少人数学級化の全学年での実施が決まり、順次実施されている。令和３年

度『学校基本調査』によれば、公立小学校の学級あたりの平均児童数はすでに22.7人になっており、今後20

人前後の学級が増えると予測されるが、小学生よりも幼い乳幼児が長時間生活する保育所等の4・5歳児の配

置基準（子ども30人に保育士1人）は70年以上も放置されているのは由々しき事態と言わざるを得ない。

　コロナ禍のなかで、保育環境の改善、職員の処遇改善を求める保護者、職員、地域住民の声は大きくなっ

ており、いまこそ国が責任をもって改善をすすめることが求められている。

　よって、国におかれては、必要な財源を確保し、下記の事項について実現されるよう強く要望する。

１)　国は「保育所等の最低基準（職員配置・面積基準）と保育士の処遇を、抜本的に改善すること。

以上、地方自治法第9 9条の規定に基づき、意見書を提出する。

日野町議会　　　　　　令和３年12月16日　　

　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、内閣府特命担当大臣(少子化対策)

日野町農産物加工所（大夢多夢）

意見書の提出
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育
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や
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ツ
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ま
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令和3年　第12回日野町議会定例会(12月)議案採決
松
尾 

信
孝

中
原 

信
男

採決

日野高等学校黒坂校舎グラウンドの陸上競技場トラック整備についての陳情

日野町国民健康保険税条例の一部改正について

日野町国民健康保険条例の一部改正について

日野町営住宅等売却条例の制定について

日野町農産物加工所の指定管理者の指定について

鳥取県西部広域管理組合営うなばら荘の廃止に伴う財産処分に関する協議について

令和3年度日野町一般会計補正予算(第10号)

令和3年度日野町国民健康保険特別会計補正予算(第2号)

令和3年度日野町介護保険特別会計補正予算(第2号)

令和3年度日野町簡易水道特別会計補正予算(第3号)

令和3年度日野町公共下水道事業特別会計補正予算(第1号)

令和3年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算(第1号)

令和3年度日野町一般会計補正予算(第11号)

保育所等の最低基準(職員配置・面積基準)と保育士の処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出
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臨
時
会

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
２
２
５
９
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
係
る
諸

費
用
を
新
た
に
計
上
す
る
も
の
。

○
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

・
小
河
内
地
区
水
路
改
修
工
事

及
び
黒
坂
地
区
農
道
改
修
工
事

に
係
る
し
っ
か
り
守
る
農
林
基

盤
交
付
金
事
業
分
担
金
の
減
額

と
、
小
河
内
地
区
水
路
の
り
面

改
修
工
事
及
び
上
菅
地
区
水
路

改
修
工
事
に
係
る
農
業
水
路
等

長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
分

担
金　臨

時
会
に
付
議
さ
れ
た
議
案

は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

新型コロナウイルスワクチン

３回目の接種予算承認

子育て世帯を支援する

臨時特別交付金 1,658万円

な

主

内

容

令和３年

10月27日

臨時会

採

決

採

決

令和３年

11月24日

臨時会

な

主

内

容

な

主

質

疑

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
１
６
５
８
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
児
童
手
当
の
対
象
児
童
、

及
び
生
計
維
持
者
の
所
得
が
制

限
限
度
額
未
満
の
児
童
等
に
支

給
す
る
特
別
給
付
金
の
諸
費
用

を
計
上
す
る
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費対

象
者
は
何
人
か
。
ま
た
、

高
校
生
へ
の
通
知
は
す
る

の
か
。
そ
れ
は
保
護
者
に
対
し

て
か
、
あ
る
い
は
本
人
に
通
知

す
る
の
か
。
時
期
と
手
法
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

３
１
０
名
を
対
象
に
し

て
お
り
ま
す
。

　周
知
徹
底
方
法
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
を
行
い
、
そ
の
シ
ス
テ

一
般
会
計
補
正
予
算

　人

　事

一
般
会
計
補
正
予
算

ム
で
対
象
児
童
を
抽
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
申

請
漏
れ
を
無
く
す
る
観
点
か

ら
、
保
護
者
に
対
し
て
個
別
通

知
で
ご
案
内
を
す
る
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。
時
期
に
つ
い
て

は
、
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

〇
監
査
委
員
の
選
任

　前
任
の
山
形
克
彦
氏
の
辞
職

に
よ
り
委
員
空
席
と
な
っ
て
い

る
議
会
選
出
監
査
委
員
に
中
山

法
貴
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　　臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
２
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議員課長

（第８号）

（第９号）

任
直
後
の
介
護
保
険
の
時
以

降
は
、
集
落
で
の
対
話
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　就
任
直
後
、
各
集
落

を
回
っ
た
こ
と
は
有
意

義
で
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ

の
後
直
接
お
話
を
聞
く
機
会
は

十
分
で
な
く
、
特
に
後
半
は
コ

ロ
ナ
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　百
歳
体
操
の
ほ
ぼ
全

町
普
及
は
評
価
し
ま
す
。
一

方
で
副
町
長
が
任
期
の
ほ
ぼ

三
分
の
一
不
在
で
あ
っ
た
の

は
失
政
で
す
。

　現
在
は
副
町
長
に
は
、

職
員
へ
の
指
示
の
徹
底
と
か
対

外
的
な
会
議
等
へ
の
代
理
出
席

な
ど
で
、
町
政
に
貢
献
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　街
並
み
を
活
か
し
た

観
光
振
興
で
の
活
性
化
は
、

旧
合
銀
建
物
の
取
得
以
降
進

展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　文
化
財
保
存
活
用
計

画
の
策
定
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　計
画
実
現
に
不
可
欠

の
住
民
と
の
対
話
は
し

て
い
ま
す
か
。

　ま
だ
で
す
。

社
協
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識

　日
野
町
社
協
の
現
状

に
つ
い
て
の
認
識
を

伺
い
ま
す
。　経

験
の
浅
い
職
員
さ

ん
た
ち
が
一
生
懸
命
に

や
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
務
局

長
含
め
人
の
入
れ
替
わ
り
が
激

し
か
っ
た
り
、
不
都
合
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

県
の
指
導
監
査
の
指
摘
も
あ
り
、

内
部
体
制
の
確
立
、
規
定
な
ど

の
ル
ー
ル
の
整
備
が
急
務
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松尾　信孝議員

一
般
質
問

9

集落を回る住民対話はできたか

十分にはできませんでした

　先
ほ
ど
の
答
弁
の
中

で
、
﹁
か
ね
も
ち
テ
ラ

ス
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

正

式

に

は

﹁

か

も

ち

テ

ラ

ス
﹂
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
、
副
町
長
に
確
認

ま
し
た
が
﹁
か
も
ち
テ

ラ
ス
﹂
で
し
た
。
い
つ
も
使
い

慣
れ
て
い
る
の
で
つ
い
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。

公
約
の
成
果
を
伺
い
ま
す

　﹁
集
落
を
回
り
、
町

民
と
の
対
話
を
継
続
し

て
行
い
、
町
政
に
生
か
す
﹂

と
の
公
約
と
は
裏
腹
に
、
就

A

Q

議員議員

議員

議員

議員議員 町長町長

町長

町長

町長 町長

かもちテラスです

事務局体制の強化と規定類の充実が
急務の日野町社会福祉協議会

一般
　質問
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臨
時
会

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
２
２
５
９
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
係
る
諸

費
用
を
新
た
に
計
上
す
る
も
の
。

○
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

・
小
河
内
地
区
水
路
改
修
工
事

及
び
黒
坂
地
区
農
道
改
修
工
事

に
係
る
し
っ
か
り
守
る
農
林
基

盤
交
付
金
事
業
分
担
金
の
減
額

と
、
小
河
内
地
区
水
路
の
り
面

改
修
工
事
及
び
上
菅
地
区
水
路

改
修
工
事
に
係
る
農
業
水
路
等

長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
分

担
金　臨

時
会
に
付
議
さ
れ
た
議
案

は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

新型コロナウイルスワクチン

３回目の接種予算承認

子育て世帯を支援する

臨時特別交付金 1,658万円

な

主

内

容

令和３年

10月27日

臨時会

採

決

採

決

令和３年

11月24日

臨時会

な

主

内

容

な

主

質

疑

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
１
６
５
８
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
児
童
手
当
の
対
象
児
童
、

及
び
生
計
維
持
者
の
所
得
が
制

限
限
度
額
未
満
の
児
童
等
に
支

給
す
る
特
別
給
付
金
の
諸
費
用

を
計
上
す
る
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費対

象
者
は
何
人
か
。
ま
た
、

高
校
生
へ
の
通
知
は
す
る

の
か
。
そ
れ
は
保
護
者
に
対
し

て
か
、
あ
る
い
は
本
人
に
通
知

す
る
の
か
。
時
期
と
手
法
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

３
１
０
名
を
対
象
に
し

て
お
り
ま
す
。

　周
知
徹
底
方
法
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
を
行
い
、
そ
の
シ
ス
テ

一
般
会
計
補
正
予
算

　人

　事

一
般
会
計
補
正
予
算

ム
で
対
象
児
童
を
抽
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
申

請
漏
れ
を
無
く
す
る
観
点
か

ら
、
保
護
者
に
対
し
て
個
別
通

知
で
ご
案
内
を
す
る
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。
時
期
に
つ
い
て

は
、
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

〇
監
査
委
員
の
選
任

　前
任
の
山
形
克
彦
氏
の
辞
職

に
よ
り
委
員
空
席
と
な
っ
て
い

る
議
会
選
出
監
査
委
員
に
中
山

法
貴
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　　臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
２
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議員課長

（第８号）

（第９号）

任
直
後
の
介
護
保
険
の
時
以

降
は
、
集
落
で
の
対
話
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　就
任
直
後
、
各
集
落

を
回
っ
た
こ
と
は
有
意

義
で
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ

の
後
直
接
お
話
を
聞
く
機
会
は

十
分
で
な
く
、
特
に
後
半
は
コ

ロ
ナ
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　百
歳
体
操
の
ほ
ぼ
全

町
普
及
は
評
価
し
ま
す
。
一

方
で
副
町
長
が
任
期
の
ほ
ぼ

三
分
の
一
不
在
で
あ
っ
た
の

は
失
政
で
す
。

　現
在
は
副
町
長
に
は
、

職
員
へ
の
指
示
の
徹
底
と
か
対

外
的
な
会
議
等
へ
の
代
理
出
席

な
ど
で
、
町
政
に
貢
献
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　街
並
み
を
活
か
し
た

観
光
振
興
で
の
活
性
化
は
、

旧
合
銀
建
物
の
取
得
以
降
進

展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　文
化
財
保
存
活
用
計

画
の
策
定
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　計
画
実
現
に
不
可
欠

の
住
民
と
の
対
話
は
し

て
い
ま
す
か
。

　ま
だ
で
す
。

社
協
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識

　日
野
町
社
協
の
現
状

に
つ
い
て
の
認
識
を

伺
い
ま
す
。　経

験
の
浅
い
職
員
さ

ん
た
ち
が
一
生
懸
命
に

や
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
務
局

長
含
め
人
の
入
れ
替
わ
り
が
激

し
か
っ
た
り
、
不
都
合
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

県
の
指
導
監
査
の
指
摘
も
あ
り
、

内
部
体
制
の
確
立
、
規
定
な
ど

の
ル
ー
ル
の
整
備
が
急
務
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松尾　信孝議員

一
般
質
問

9

集落を回る住民対話はできたか

十分にはできませんでした

　先
ほ
ど
の
答
弁
の
中

で
、
﹁
か
ね
も
ち
テ
ラ

ス
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

正

式

に

は

﹁

か

も

ち

テ

ラ

ス
﹂
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
、
副
町
長
に
確
認

ま
し
た
が
﹁
か
も
ち
テ

ラ
ス
﹂
で
し
た
。
い
つ
も
使
い

慣
れ
て
い
る
の
で
つ
い
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。

公
約
の
成
果
を
伺
い
ま
す

　﹁
集
落
を
回
り
、
町

民
と
の
対
話
を
継
続
し

て
行
い
、
町
政
に
生
か
す
﹂

と
の
公
約
と
は
裏
腹
に
、
就

A

Q

議員議員

議員

議員

議員議員 町長町長

町長

町長

町長 町長

かもちテラスです

事務局体制の強化と規定類の充実が
急務の日野町社会福祉協議会

一般
　質問
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　ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
思
い
を
伺
い
ま

す
。

　こ
の
４
年
間
の
任
期

中
は
、
自
然
災
害
に
対

す
る
復
旧
、
復
興
の
２
年
間
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
と
町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心

に
全
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。　そ

う
い
っ
た
環
境
の
中
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
へ
の

取
り
組
み
強
化
と
、
が
ん
ば
る

地
域
プ
ラ
ン
に
お
け
る
新
た
な

特
産
物
な
ど
も
芽
を
出
し
て
き

て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
、
誇
り
を
も
っ
て
未

来
に
引
き
継
げ
る
町
を
目
指
し

て
第
２
期
日
野
町
創
生
戦
略

﹁
町
が
継
続
し
て
い
く
た
め

に
﹂
に
取
り
組
む
思
い
で
す
。

閉
校
と
な
る
校
舎
の
跡
地
利
用
は

　日
野
学
園
の
開
校
に

向
か
う
一
方
で
、
役
目

を
終
え
た
日
野
中
学
校
と
黒

坂
小
学
校
跡
地
の
有
効
活
用

を
、
社
会
教
育
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
お
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　跡
地
利
用
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
検
討
し

て
い
ま
す
。
黒
坂
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
集
落
支
援
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
拠
点
、
防

災
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
、
み
ん
な

が
集
え
る
公
園
や
公
民
館
、
役

場
支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
あ
り
、
一
か
所
に
集
約
し
た

ほ
う
が
良
い
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　日
野
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
特
定
の
目
的
に
沿
っ

た
使
い
方
が
良
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
乳
幼
児
の
親
御
さ
ん

が
集
う
場
所
、
ま
た
、
大
災
害

時
に
役
場
機
能
を
担
う
場
所
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

町
民
の
皆
様
が
集
い
、
語
り
、

活
用
で
き
る
場
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

今後のまちづくりの意気込みは

第２期日野町創生戦略を継続する
金川　守仁議員

一
般
質
問

A

Q

議員町長

町長

議員

私たち町民の暮らしを守る日野町役場庁舎

黒坂小学校校舎

日野中学校校舎

一般　
質問

を
行
う
こ
と
を
了
承
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

黒
坂
地
区
活
性
化
対
策
を

　黒
坂
小
学
校
廃
校
後

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
の
検
討
と

並
行
し
て
住
民
の
意
見
を
広

く
聴
く
場
を
設
け
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

　委
員
会
か
ら
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
た
後
、

住
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　住
民
に
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
１
回
だ
け
の
形
式
的

開
催
で
は
な
く
継
続
的
開
催

を
提
案
し
ま
す
。

　ま
た
今
年
度
か
ら
昼
間
の

バ
ス
便
が
廃
止
さ
れ
、
遠
隔

地
か
ら
通
院
さ
れ
る
方
は
行

き
は
バ
ス
で
２
０
０
円
で
も

帰
り
は
タ
ク
シ
ー
で
千
円
。

こ
の
方
々
を
救
う
方
策
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

　総
務
経
済
委
常
任
委

員
会
か
ら
も
、
町
内
に

限
り
試
行
的
に
一
律
５
０
０
円

に
し
て
は
と
提
案
い
た
だ
き
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　こ
れ
ま
で
繰
り
返

し
提
案
し
て
き
た
﹁
専

任
﹂
の
集
落
支
援
員
の
採
用

を
、
来
年
度
の
当
初
予
算
に

組
ま
れ
ま
す
か
。

　菅
福
地
区
に
１
名
、

黒
坂
地
区
振
興
及
び
町

全
体
と
し
て
１
名
、
計
２
名
の

専
任
支
援
員
採
用
を
来
年
度
当

初
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で
す
。

梅林　敏彦議員

一
般
質
問

バス減便の救済策を
　　　　　考えているか
前向きに検討している

害
獣
の
処
分
を
埋
め
立
て
か
ら

焼
却
に
変
更
で
き
な
い
か

　前
議
会
の
質
問
で

﹁
猟
友
会
の
労
力
軽
減

の
た
め
、
解
体
後
の
処
分
を

埋
め
立
て
か
ら
焼
却
場
で
の

焼
却
に
移
行
で
き
な
い
か
、

地
元
自
治
会
に
相
談
し
て
み

て
は
﹂
と
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　江
府
町
長
、
日
野
町

長
、
３
町
衛
生
施
設
組

合
事
務
局
長
と
で
協
議
し
た
う

え
で
地
元
自
治
会
と
話
し
合
い

を
持
ち
、
来
年
度
に
実
証
実
験

A

Q

議員

議員

議員

議員

町長

町長

町長

町長

通院者にとって昼間のバス便廃止は
実質的な値上げに等しい

鳥獣被害を食い止めるために

一般
　質問

11
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　ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
思
い
を
伺
い
ま

す
。

　こ
の
４
年
間
の
任
期

中
は
、
自
然
災
害
に
対

す
る
復
旧
、
復
興
の
２
年
間
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
と
町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心

に
全
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。　そ

う
い
っ
た
環
境
の
中
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
へ
の

取
り
組
み
強
化
と
、
が
ん
ば
る

地
域
プ
ラ
ン
に
お
け
る
新
た
な

特
産
物
な
ど
も
芽
を
出
し
て
き

て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
、
誇
り
を
も
っ
て
未

来
に
引
き
継
げ
る
町
を
目
指
し

て
第
２
期
日
野
町
創
生
戦
略

﹁
町
が
継
続
し
て
い
く
た
め

に
﹂
に
取
り
組
む
思
い
で
す
。

閉
校
と
な
る
校
舎
の
跡
地
利
用
は

　日
野
学
園
の
開
校
に

向
か
う
一
方
で
、
役
目

を
終
え
た
日
野
中
学
校
と
黒

坂
小
学
校
跡
地
の
有
効
活
用

を
、
社
会
教
育
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
お
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　跡
地
利
用
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
検
討
し

て
い
ま
す
。
黒
坂
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
集
落
支
援
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
拠
点
、
防

災
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
、
み
ん
な

が
集
え
る
公
園
や
公
民
館
、
役

場
支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
あ
り
、
一
か
所
に
集
約
し
た

ほ
う
が
良
い
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　日
野
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
特
定
の
目
的
に
沿
っ

た
使
い
方
が
良
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
乳
幼
児
の
親
御
さ
ん

が
集
う
場
所
、
ま
た
、
大
災
害

時
に
役
場
機
能
を
担
う
場
所
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

町
民
の
皆
様
が
集
い
、
語
り
、

活
用
で
き
る
場
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

今後のまちづくりの意気込みは

第２期日野町創生戦略を継続する
金川　守仁議員

一
般
質
問

A

Q

議員町長

町長

議員

私たち町民の暮らしを守る日野町役場庁舎

黒坂小学校校舎

日野中学校校舎

一般　
質問

を
行
う
こ
と
を
了
承
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

黒
坂
地
区
活
性
化
対
策
を

　黒
坂
小
学
校
廃
校
後

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
の
検
討
と

並
行
し
て
住
民
の
意
見
を
広

く
聴
く
場
を
設
け
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

　委
員
会
か
ら
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
た
後
、

住
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　住
民
に
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
１
回
だ
け
の
形
式
的

開
催
で
は
な
く
継
続
的
開
催

を
提
案
し
ま
す
。

　ま
た
今
年
度
か
ら
昼
間
の

バ
ス
便
が
廃
止
さ
れ
、
遠
隔

地
か
ら
通
院
さ
れ
る
方
は
行

き
は
バ
ス
で
２
０
０
円
で
も

帰
り
は
タ
ク
シ
ー
で
千
円
。

こ
の
方
々
を
救
う
方
策
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

　総
務
経
済
委
常
任
委

員
会
か
ら
も
、
町
内
に

限
り
試
行
的
に
一
律
５
０
０
円

に
し
て
は
と
提
案
い
た
だ
き
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　こ
れ
ま
で
繰
り
返

し
提
案
し
て
き
た
﹁
専

任
﹂
の
集
落
支
援
員
の
採
用

を
、
来
年
度
の
当
初
予
算
に

組
ま
れ
ま
す
か
。

　菅
福
地
区
に
１
名
、

黒
坂
地
区
振
興
及
び
町

全
体
と
し
て
１
名
、
計
２
名
の

専
任
支
援
員
採
用
を
来
年
度
当

初
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で
す
。

梅林　敏彦議員

一
般
質
問

バス減便の救済策を
　　　　　考えているか
前向きに検討している

害
獣
の
処
分
を
埋
め
立
て
か
ら

焼
却
に
変
更
で
き
な
い
か

　前
議
会
の
質
問
で

﹁
猟
友
会
の
労
力
軽
減

の
た
め
、
解
体
後
の
処
分
を

埋
め
立
て
か
ら
焼
却
場
で
の

焼
却
に
移
行
で
き
な
い
か
、

地
元
自
治
会
に
相
談
し
て
み

て
は
﹂
と
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　江
府
町
長
、
日
野
町

長
、
３
町
衛
生
施
設
組

合
事
務
局
長
と
で
協
議
し
た
う

え
で
地
元
自
治
会
と
話
し
合
い

を
持
ち
、
来
年
度
に
実
証
実
験

A

Q

議員

議員

議員

議員

町長

町長

町長

町長

通院者にとって昼間のバス便廃止は
実質的な値上げに等しい

鳥獣被害を食い止めるために

一般
　質問

11



12

　介
護
保
険
料
は
第
７

期
で
は
西
日
本
で
断
ト

ツ
の
高
さ
で
し
た
が
、
第
８

期
の
今
回
は
多
少
の
引
き
下

げ
を
行
い
、
住
民
負
担
の
軽

減
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評
価

し
ま
す
。

　た
だ
、
基
金
は
い
く
ら
あ

れ
ば
安
心
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
。
今
後
利
用
者
に
ど
う

い
う
還
元
の
仕
方
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
８
期
の

計
画
の
予
測
は
ど
う
い
う
状

況
と
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

伺
い
ま
す
。

　７
期
で
急
激
な
値
上

げ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
の
基
金
が
残
る
よ
う

設
定
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
千
万
〜
２
千
万
円
程
度
確
保

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　令
和
２
年
度
末
の
残
高
が
、

５
７
０
０
万
円
な
の
で
４
千
万

円
取
り
崩
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
８
期
で
は
月
額
６
０
１
円

値
下
げ
し
ま
す
。
11
月
末
現
在

で
給
付
費
見
込
み
約
５
億
９
千

万
円
に
対
し
、
実
績
５
億
７
千

万
円
と
下
回
る
見
込
み
で
す
。

医
療
資
源
を
守
ろ
う

　政
府
は
地
域
医
療
構

想
の
検
討
を
急
ぎ
始
め

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
入
院

ベ
ッ
ド
の
不
足
、
医
療
資
源

の
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
全

国
で
４
２
４
病
院
の
整
理
統

合
の
計
画
も
ま
っ
た
く
変
え

ず
、
第
８
次
医
療
計
画
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
野
郡
に
と
っ
て
も
重
大
で
、

い
ま
一
度
連
携
を
強
め
、
国

に
対
し
、
郡
の
医
療
資
源
を

守
る
た
め
提
起
し
て
い
く
べ

き
で
す
。

　政
府
の
対
応
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

机
上
の
空
論
と
し
か
言
え
な
い

発
表
に
憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

実
情
を
十
分
考
慮
し
、
画
一
的

な
対
応
や
強
制
的
な
調
整
は
行

わ
な
い
よ
う
強
く
要
請
し
ま
し

た
。

介護保険の負担軽減を

基金の取崩しで対応する
佐々木　求議員

A

Q

議員

町長

町長

議員

健康寿命を延ばそう

おしゃべりは健康のもと

一
般
質
問

一般　
質問

13

日
野
町
商
工
会
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　︵
11
月
19
日
︶

委
員
会
開
催

　
　
　
　︵
10
月
12
日
︶

◆
議
題

〇
義
務
教
育
学
校
﹁
日
野
学
園
﹂

開
校
に
伴
い
閉
校
さ
れ
る
施
設
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

　委
員
会
は
、
閉
校
さ
れ
る
施

設
の
今
後
に
つ
い
て
担
当
課
か

ら
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
ま

　委
員
会
で
は
、
一
連
の
町
内
事

業
者
︵
団
体
︶
と
の
意
見
交
換
に

よ
る
課
題
の
把
握
と
解
決
へ
の
対

策
の
一
環
と
し
て
、
日
野
町
商
工

会
︵
中
西
康
夫
会
長
︶
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　冒
頭
、
商
工
会
の
現
状
に
関

し
て
、
会
員
数
は
か
つ
て
の
３

分
の
１
に
減
り
、
商
工
会
の
人

件
費
等
の
運
営
費
負
担
が
重
荷

と
な
っ
て
お
り
、
町
か
ら
の
引

き
続
き
の
補
助
︵
現
状
約
１
５

０
万
円
︶
を
お
願
い
し
た
い
旨

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
で
の
話
題
を
要
約

委 員 会
活動報告

委
員
会
報
告

常
任
委
員
会

総務
経済

す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

○
一
番
の
課
題
は
後
継
者
育
成

に
よ
る
事
業
の
継
続
で
あ
る
。

都
会
に
出
て
い
る
子
供
た
ち
を

呼
び
返
せ
る
魅
力
を
、
ど
う
作

り
上
げ
る
か
。

○
日
野
町
に
は
ま
だ
ま
だ
魅
力
が

沢
山
あ
る
。
都
会
の
人
た
ち
の
価

値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
う
ま
く
発
信
す
れ
ば
、
全
国

か
ら
人
︵
後
継
者
・
新
規
事
業

者
︶
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

○
日
野
町
に
興
味
を
持
っ
た
人

た
ち
︵
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

等
︶
を
受
け
入
れ
る
・
つ
な
ぎ

止
め
る
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
、

例
え
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
で
あ
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

よ
る
販
路
の
拡
大
は
効
果
が
あ

る
が
、
競
争
者
も
出
や
す
い
。

　事
業
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

ご
と
に
異
な
り
、
抱
え
る
問
題
も

多
岐
に
わ
た
る
が
、
共
通
し
て
言

え
る
の
は
﹁
人
材
育
成
・
後
継
者

確
保
﹂
の
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
委
員
会
が
意
見
交
換
を
し
て

き
た
本
町
の
各
事
業
団
体
が
抱
え

る
課
題
で
す
。

　言
い
換
え
れ
ば
、
す
で
に
個
々

の
事
業
体
に
お
い
て
自
助
努
力

で
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　今
後
は
町
も
﹃
人
材
の
確

保
﹄
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
の

分
野
に
戦
略
的
か
つ
重
点
的
に

支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
議
長
と
連
名
で
次
の
内

容
の
提
案
書
を
町
長
あ
て
に
提

出
し
ま
し
た
。

(

１)

害
獣
︵
猪
や
鹿
な
ど
︶
捕
獲

後
の
処
理
に
関
し
て

　く
ぬ
ぎ
の
森
で
の
焼
却
に
つ
い

し
た
。

　跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　黒
坂
小
学
校
に
つ
い
て
の
意

見
は
、
集
落
支
援
員
を
配
置
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
、
防
災

セ
ン
タ
ー
の
拠
点
な
ど
の
他
、

み
ん
な
が
集
え
る
公
園
、
役
場

支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
公

民
館
機
能
の
一
体
化
。
日
野
中

学
校
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
特

定
し
た
目
的
で
使
用
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
、
例
え
ば
、
乳
幼

児
の
親
御
さ
ん
が
集
う
場
所
、

大
災
害
で
役
場
機
能
を
担
う
場

所
な
ど
に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　今
後
も
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

教育
民生

閉校される黒坂小学校運動会の風景

て
は
、
３
町
衛
生
施
設
組
合
、

地
元
と
の
協
議
の
う
え
、
短
期

間
試
行
し
た
後
、
再
度
協
議
す

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

(

２)

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　日
中
の
バ
ス
減
便
・
タ
ク

シ
ー
代
替
は
、
一
部
利
用
者
に

経
済
的
負
担
増
と
な
っ
て
お
り
、

タ
ク
シ
ー
料
金
を
町
内
一
律
最

高
５
０
０
円
で
試
験
運
行
し
て

み
て
は
ど
う
か
、
と
提
案
し
ま

し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日野町商工会との意見交換会

町
長
に
提
案
書
の
提
出

　
　
　
　︵
10
月
29
日
︶



12

　介
護
保
険
料
は
第
７

期
で
は
西
日
本
で
断
ト

ツ
の
高
さ
で
し
た
が
、
第
８

期
の
今
回
は
多
少
の
引
き
下

げ
を
行
い
、
住
民
負
担
の
軽

減
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評
価

し
ま
す
。

　た
だ
、
基
金
は
い
く
ら
あ

れ
ば
安
心
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
。
今
後
利
用
者
に
ど
う

い
う
還
元
の
仕
方
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
８
期
の

計
画
の
予
測
は
ど
う
い
う
状

況
と
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

伺
い
ま
す
。

　７
期
で
急
激
な
値
上

げ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
の
基
金
が
残
る
よ
う

設
定
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
千
万
〜
２
千
万
円
程
度
確
保

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　令
和
２
年
度
末
の
残
高
が
、

５
７
０
０
万
円
な
の
で
４
千
万

円
取
り
崩
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
８
期
で
は
月
額
６
０
１
円

値
下
げ
し
ま
す
。
11
月
末
現
在

で
給
付
費
見
込
み
約
５
億
９
千

万
円
に
対
し
、
実
績
５
億
７
千

万
円
と
下
回
る
見
込
み
で
す
。

医
療
資
源
を
守
ろ
う

　政
府
は
地
域
医
療
構

想
の
検
討
を
急
ぎ
始
め

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
入
院

ベ
ッ
ド
の
不
足
、
医
療
資
源

の
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
全

国
で
４
２
４
病
院
の
整
理
統

合
の
計
画
も
ま
っ
た
く
変
え

ず
、
第
８
次
医
療
計
画
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
野
郡
に
と
っ
て
も
重
大
で
、

い
ま
一
度
連
携
を
強
め
、
国

に
対
し
、
郡
の
医
療
資
源
を

守
る
た
め
提
起
し
て
い
く
べ

き
で
す
。

　政
府
の
対
応
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

机
上
の
空
論
と
し
か
言
え
な
い

発
表
に
憤
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

実
情
を
十
分
考
慮
し
、
画
一
的

な
対
応
や
強
制
的
な
調
整
は
行

わ
な
い
よ
う
強
く
要
請
し
ま
し

た
。

介護保険の負担軽減を

基金の取崩しで対応する
佐々木　求議員

A

Q

議員

町長

町長

議員

健康寿命を延ばそう

おしゃべりは健康のもと

一
般
質
問

一般　
質問

13

日
野
町
商
工
会
と
の
意
見
交
換

　
　
　
　︵
11
月
19
日
︶

委
員
会
開
催

　
　
　
　︵
10
月
12
日
︶

◆
議
題

〇
義
務
教
育
学
校
﹁
日
野
学
園
﹂

開
校
に
伴
い
閉
校
さ
れ
る
施
設
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

　委
員
会
は
、
閉
校
さ
れ
る
施

設
の
今
後
に
つ
い
て
担
当
課
か

ら
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
ま

　委
員
会
で
は
、
一
連
の
町
内
事

業
者
︵
団
体
︶
と
の
意
見
交
換
に

よ
る
課
題
の
把
握
と
解
決
へ
の
対

策
の
一
環
と
し
て
、
日
野
町
商
工

会
︵
中
西
康
夫
会
長
︶
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　冒
頭
、
商
工
会
の
現
状
に
関

し
て
、
会
員
数
は
か
つ
て
の
３

分
の
１
に
減
り
、
商
工
会
の
人

件
費
等
の
運
営
費
負
担
が
重
荷

と
な
っ
て
お
り
、
町
か
ら
の
引

き
続
き
の
補
助
︵
現
状
約
１
５

０
万
円
︶
を
お
願
い
し
た
い
旨

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
で
の
話
題
を
要
約

委 員 会
活動報告

委
員
会
報
告

常
任
委
員
会

総務
経済

す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。

○
一
番
の
課
題
は
後
継
者
育
成

に
よ
る
事
業
の
継
続
で
あ
る
。

都
会
に
出
て
い
る
子
供
た
ち
を

呼
び
返
せ
る
魅
力
を
、
ど
う
作

り
上
げ
る
か
。

○
日
野
町
に
は
ま
だ
ま
だ
魅
力
が

沢
山
あ
る
。
都
会
の
人
た
ち
の
価

値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
う
ま
く
発
信
す
れ
ば
、
全
国

か
ら
人
︵
後
継
者
・
新
規
事
業

者
︶
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

○
日
野
町
に
興
味
を
持
っ
た
人

た
ち
︵
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

等
︶
を
受
け
入
れ
る
・
つ
な
ぎ

止
め
る
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
、

例
え
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
で
あ
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

よ
る
販
路
の
拡
大
は
効
果
が
あ

る
が
、
競
争
者
も
出
や
す
い
。

　事
業
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

ご
と
に
異
な
り
、
抱
え
る
問
題
も

多
岐
に
わ
た
る
が
、
共
通
し
て
言

え
る
の
は
﹁
人
材
育
成
・
後
継
者

確
保
﹂
の
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
委
員
会
が
意
見
交
換
を
し
て

き
た
本
町
の
各
事
業
団
体
が
抱
え

る
課
題
で
す
。

　言
い
換
え
れ
ば
、
す
で
に
個
々

の
事
業
体
に
お
い
て
自
助
努
力

で
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　今
後
は
町
も
﹃
人
材
の
確

保
﹄
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
の

分
野
に
戦
略
的
か
つ
重
点
的
に

支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
議
長
と
連
名
で
次
の
内

容
の
提
案
書
を
町
長
あ
て
に
提

出
し
ま
し
た
。

(

１)

害
獣
︵
猪
や
鹿
な
ど
︶
捕
獲

後
の
処
理
に
関
し
て

　く
ぬ
ぎ
の
森
で
の
焼
却
に
つ
い

し
た
。

　跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　黒
坂
小
学
校
に
つ
い
て
の
意

見
は
、
集
落
支
援
員
を
配
置
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
、
防
災

セ
ン
タ
ー
の
拠
点
な
ど
の
他
、

み
ん
な
が
集
え
る
公
園
、
役
場

支
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
公

民
館
機
能
の
一
体
化
。
日
野
中

学
校
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
特

定
し
た
目
的
で
使
用
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
、
例
え
ば
、
乳
幼

児
の
親
御
さ
ん
が
集
う
場
所
、

大
災
害
で
役
場
機
能
を
担
う
場

所
な
ど
に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　今
後
も
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

教育
民生

閉校される黒坂小学校運動会の風景

て
は
、
３
町
衛
生
施
設
組
合
、

地
元
と
の
協
議
の
う
え
、
短
期

間
試
行
し
た
後
、
再
度
協
議
す

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

(

２)

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
　日
中
の
バ
ス
減
便
・
タ
ク

シ
ー
代
替
は
、
一
部
利
用
者
に

経
済
的
負
担
増
と
な
っ
て
お
り
、

タ
ク
シ
ー
料
金
を
町
内
一
律
最

高
５
０
０
円
で
試
験
運
行
し
て

み
て
は
ど
う
か
、
と
提
案
し
ま

し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日野町商工会との意見交換会

町
長
に
提
案
書
の
提
出

　
　
　
　︵
10
月
29
日
︶
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委
員
会
報
告

　
今
年
度
の
消
防
委
員
会
は
、

12
月
20
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
議
会
か
ら
３

人
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
日
野
町
消
防
委

員
会
と
は
、
本
町
の
消
防
団
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
町

長
の
諮
問
に
応
え
る
と
と
も
に
、

町
長
及
び
議
会
に
対
し
て
建
議
す

る
組
織
で
す
。
委
員
長
で
あ
る

町
長
を
は
じ
め
、
消
防
団
関
係

者
２
名
、
学
識
関
係
者
２
名
、

町
議
会
議
員
３
名
の
計
８
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
開
催
で
は
、
消
防
団

員
確
保
の
た
め
の
団
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
日
野
町
消
防
団
で
は
団
員
数

が
定
数
に
満
た
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
他
市
町
村
の
動

向
や
消
防
団
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
協
議
し
た

結
果
、
報
酬
・
手
当
の
引
き
上

げ
に
反
対
意
見
は
出
ず
、
来
年

度
の
町
の
予
算
案
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
赤
バ
イ
隊
員
の
増
員

を
協
議
し
、
普
通
自
動
二
輪
運

転
免
許
取
得
の
費
用
へ
の
助
成

を
続
け
る
こ
と
で
、
隊
員
確
保

を
目
指
す
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
町
消
防
団
員
の

団
員
確
保
を
目
指
し
て

赤バイ３台には隊員６名が必要

　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
湯
梨
浜
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
委
員

６
人
全
員
が
参
加
す
べ
き
な
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
渦
中

に
あ
る
た
め
、
昨
年
同
様
に
委

員
長
と
副
委
員
長
の
２
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
議
会
広
報
誌

専
門
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
あ
る
長
岡
光
弘
氏
に
よ

る
﹁
議
会
広
報
紙
の
編
集
及
び

表
現
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
題
し
た
講

義
で
し
た
。

　
講
義
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
議
会
の
役
割
を
表
現
す
る
広

　
報
誌

②
情
報
の
構
成
を
考
慮
し
た
誌

　
面
構
成

③
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

　
る
企
画
と
編
集

④
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

　
る
表
現
、
の
４
つ
で
し
た
。

　
例
年
の
研
修
会
か
ら
一
歩
踏

み
込
ん
だ
実
践
的
な
講
義
で
、
出

常
任
委
員
会

議会
広報

広
報
誌
の
研
修
会
に
参
加

　
　
　
　︵
10
月
27
日
︶

日野高校黒坂施設グラウンド

消
防
委
員
会

読みやすい誌面作りを

委
員
会
開
催

　
　
　
　︵
12
月
９
日
︶

◆
議
題

　陳
情
書
の
審
査

〇
日
野
高
等
学
校
黒
坂
校
舎
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク

整
備
に
係
る
陳
情
書

　
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

標
記
の
陳
情
書
を
受
け
、
陳
情

者
の
同
行
を
求
め
て
現
場
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
日
野

高
校
黒
坂
施
設
の
一
部
と
し
て
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
競
技
場
と
し

て
利
用
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

年
２
回
の
草
刈
り
作
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
荒
地
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
併
設
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
３

面
あ
り
、
か
な
り
広
大
な
ス

ペ
ー
ス
が
休
眠
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
使
用
で
き
る
状
態
に
あ

る
か
否
か
は
不
明
と
の
こ
と
で

す
。

　
以
上
の
調
査
の
結
果
、
委
員

会
と
し
て
は
、
日
野
郡
他
２
町

の
意
向
も
確
認
し
た
う
え
で
、

日
野
郡
全
体
で
の
活
用
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

陳
情
を
採
択
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

席
委
員
と
し
て
も
大
い
に
触
発
さ

れ
る
内
容
で
し
た
。

　
特
に
③
と
④
の
﹁
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
企
画
・
編

集
・
表
現
﹂
は
、
我
が
﹁
ひ
の

議
会
だ
よ
り
﹂
に
最
も
取
り
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

要
素
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
研
修
を
生
か
し
、
徐
々
に
誌

面
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

委
員
会
報
告

15

ご

案

内

〇
チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
の
で
議
会
中

継
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　一
般
質
問
は
、
議
員
別
に
録

画
視
聴
が
で
き
ま
す
。

　Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
取

れ
ば
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

研
修
会
報
告

日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

講
演
　
日
野
郡
の
農
業
振
興

開
催
日
　
11
月
５
日

会
場
　
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

　
　
　
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　  

栃
本
　
義
博
氏

　
日
野
郡
が
取
り
組
ん
で
い
る

畜
産
、
稲
作
、
野
菜
な
ど
特
産

物
づ
く
り
を
政
策
に
取
り
込
み
、

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
を
育
て
上

げ
る
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
。
３
町
の
実
例
を

取
り
上
げ
な
が
ら
﹁
地
域
プ
ラ

ン
づ
く
り
﹂
の
進
め
方
に
つ
い
て

講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
は
、
日
本
全
国

の
抱
え
る
問
題
で
あ
り
、
日
野

郡
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
の
作
成

に
取
り
組
み
、
こ
の
地
に
合
っ

た
方
向
性
を
話
し
合
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
報
告

鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

講
演
① 

﹁
政
策
立
案
で
き
る
議

会
を
目
指
し
て
﹂

講
演
② 

﹁
コ
ロ
ナ
後
の
市
町
村

の
対
応
と
町
村
議
会
・
議
員
の

役
割
﹂

開
催
日
　
11
月
22
日

会
場
　
三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

講
師
　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
研
究
所
　  

　
長
内
　
紳
悟
氏

　
工
学
博
士
　  

新
藤
　
勇
治
氏

　
長
内
氏
の
講
演
は
、
﹁
話
し

合
う
﹂
こ
と
の
重
要
性
を
軸
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
話
の
ル
ー
ル
と
し
て
﹁
自
分

だ
け
で
話
さ
ず
、
相
手
の
話
に
耳

を
傾
け
る
﹂｢

相
手
の
意
見
を
否

定
し
な
い
﹂｢

断
定
し
な
い
﹂
﹁
沈

黙
︵
考
え
る
時
間
︶
を
歓
迎
す
る
﹂

﹁
意
見
を
変
え
る
こ
と
を
歓
迎
す

る
﹂
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
に
よ
る
代

表
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
全
国

の
議
会
の
実
例
を
挙
げ
、
委
員

会
内
で
質
問
内
容
の
検
討
や
反

省
会
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ

り
深
い
質
疑
を
展
開
で
き
る
と

講
演
会
報
告

　
　
　
　
主
催
　
日
野
町
議
会

講
演
　
日
野
郡
の
医
療
に
お
け

る
問
題
点
と
将
来
展
望

開
催
日
　
10
月
13
日

会
場
　
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
日
野
病
院
組
合
病
院
長

　
　
　
　
　
　
孝
田
　
雅
彦
氏

　
日
野
郡
に
は
、
日
南
病
院
、

日
野
病
院
、
江
尾
診
療
所
の
３

つ
の
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
持
続
可

能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
の
は
、
①

急
激
な
人
口
減
少
に
よ
る
医
業

収
益
の
悪
化
②
医
師
確
保
の
困

難
化
③
以
上
２
点
に
よ
る
フ
ル

ス
ペ
ッ
ク
で
医
療
体
制
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
の
困
難
化
、
な

ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
講

演
で
は
﹁
日
野
病
院
が
日
野
郡

に
あ
り
続
け
る
こ
と
の
意
義
﹂

が
、
経
済
面
や
人
の
集
ま
り
、

移
住
定
住
の
視
点
か
ら
説
得
力

を
も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
日
野
郡
の
医
療
機

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
藤
氏
は
、

①
コ
ロ
ナ
の
動
向
と
コ
ロ
ナ
後

の
課
題

②
産
業
界
の
動
向
と
コ
ロ
ナ
後

③
コ
ロ
ナ
後
の
市
町
村
の
対
応

と
町
村
議
会
・
議
員
の
役
割

　
と
題
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

と
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

日野病院に最新のＭＲＩが導入された

関
と
鳥
大
病
院
の
連
携
、
人
口

減
少
・
患
者
減
少
へ
の
対
応
策
、

医
師
確
保
の
た
め
の
地
域
医
療

学
教
室
へ
の
支
援
、
医
療
機
器

の
導
入
︵
最
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

済
み
︶
、
ス
マ
ー
ト
日
野
ヘ
ル

ス
ケ
ア
構
想
な
ど
が
語
ら
れ
、

行
政
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
孝
田
病
院
長
講
演
の
後
、
病

院
職
員
に
よ
る
﹁
病
児
病
後
児

保
育
﹂
﹁
透
析
治
療
患
者
の
送

迎
サ
ー
ビ
ス
﹂
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
医
療
介
護
連
携
の
た
め

の
画
像
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
﹂

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
中
身
の
濃

い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

政策立案できる議会を
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委
員
会
報
告

　
今
年
度
の
消
防
委
員
会
は
、

12
月
20
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
議
会
か
ら
３

人
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
日
野
町
消
防
委

員
会
と
は
、
本
町
の
消
防
団
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
町

長
の
諮
問
に
応
え
る
と
と
も
に
、

町
長
及
び
議
会
に
対
し
て
建
議
す

る
組
織
で
す
。
委
員
長
で
あ
る

町
長
を
は
じ
め
、
消
防
団
関
係

者
２
名
、
学
識
関
係
者
２
名
、

町
議
会
議
員
３
名
の
計
８
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
開
催
で
は
、
消
防
団

員
確
保
の
た
め
の
団
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
日
野
町
消
防
団
で
は
団
員
数

が
定
数
に
満
た
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
他
市
町
村
の
動

向
や
消
防
団
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
協
議
し
た

結
果
、
報
酬
・
手
当
の
引
き
上

げ
に
反
対
意
見
は
出
ず
、
来
年

度
の
町
の
予
算
案
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
赤
バ
イ
隊
員
の
増
員

を
協
議
し
、
普
通
自
動
二
輪
運

転
免
許
取
得
の
費
用
へ
の
助
成

を
続
け
る
こ
と
で
、
隊
員
確
保

を
目
指
す
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
町
消
防
団
員
の

団
員
確
保
を
目
指
し
て

赤バイ３台には隊員６名が必要

　
鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
湯
梨
浜
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
委
員

６
人
全
員
が
参
加
す
べ
き
な
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
渦
中

に
あ
る
た
め
、
昨
年
同
様
に
委

員
長
と
副
委
員
長
の
２
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
議
会
広
報
誌

専
門
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
あ
る
長
岡
光
弘
氏
に
よ

る
﹁
議
会
広
報
紙
の
編
集
及
び

表
現
ポ
イ
ン
ト
﹂
と
題
し
た
講

義
で
し
た
。

　
講
義
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
議
会
の
役
割
を
表
現
す
る
広

　
報
誌

②
情
報
の
構
成
を
考
慮
し
た
誌

　
面
構
成

③
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

　
る
企
画
と
編
集

④
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

　
る
表
現
、
の
４
つ
で
し
た
。

　
例
年
の
研
修
会
か
ら
一
歩
踏

み
込
ん
だ
実
践
的
な
講
義
で
、
出

常
任
委
員
会

議会
広報

広
報
誌
の
研
修
会
に
参
加

　
　
　
　︵
10
月
27
日
︶

日野高校黒坂施設グラウンド

消
防
委
員
会

読みやすい誌面作りを

委
員
会
開
催

　
　
　
　︵
12
月
９
日
︶

◆
議
題

　陳
情
書
の
審
査

〇
日
野
高
等
学
校
黒
坂
校
舎
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク

整
備
に
係
る
陳
情
書

　
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

標
記
の
陳
情
書
を
受
け
、
陳
情

者
の
同
行
を
求
め
て
現
場
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
日
野

高
校
黒
坂
施
設
の
一
部
と
し
て
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
競
技
場
と
し

て
利
用
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

年
２
回
の
草
刈
り
作
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
荒
地
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
併
設
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
３

面
あ
り
、
か
な
り
広
大
な
ス

ペ
ー
ス
が
休
眠
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
使
用
で
き
る
状
態
に
あ

る
か
否
か
は
不
明
と
の
こ
と
で

す
。

　
以
上
の
調
査
の
結
果
、
委
員

会
と
し
て
は
、
日
野
郡
他
２
町

の
意
向
も
確
認
し
た
う
え
で
、

日
野
郡
全
体
で
の
活
用
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

陳
情
を
採
択
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

席
委
員
と
し
て
も
大
い
に
触
発
さ

れ
る
内
容
で
し
た
。

　
特
に
③
と
④
の
﹁
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
企
画
・
編

集
・
表
現
﹂
は
、
我
が
﹁
ひ
の

議
会
だ
よ
り
﹂
に
最
も
取
り
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

要
素
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
研
修
を
生
か
し
、
徐
々
に
誌

面
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

委
員
会
報
告
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ご

案

内

〇
チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
の
で
議
会
中

継
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　一
般
質
問
は
、
議
員
別
に
録

画
視
聴
が
で
き
ま
す
。

　Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
取

れ
ば
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

研
修
会
報
告

日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

講
演
　
日
野
郡
の
農
業
振
興

開
催
日
　
11
月
５
日

会
場
　
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

　
　
　
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　  

栃
本
　
義
博
氏

　
日
野
郡
が
取
り
組
ん
で
い
る

畜
産
、
稲
作
、
野
菜
な
ど
特
産

物
づ
く
り
を
政
策
に
取
り
込
み
、

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
を
育
て
上

げ
る
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
べ
き
か
。
３
町
の
実
例
を

取
り
上
げ
な
が
ら
﹁
地
域
プ
ラ

ン
づ
く
り
﹂
の
進
め
方
に
つ
い
て

講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
は
、
日
本
全
国

の
抱
え
る
問
題
で
あ
り
、
日
野

郡
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
の
作
成

に
取
り
組
み
、
こ
の
地
に
合
っ

た
方
向
性
を
話
し
合
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
報
告

鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

講
演
① 

﹁
政
策
立
案
で
き
る
議

会
を
目
指
し
て
﹂

講
演
② 

﹁
コ
ロ
ナ
後
の
市
町
村

の
対
応
と
町
村
議
会
・
議
員
の

役
割
﹂

開
催
日
　
11
月
22
日

会
場
　
三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

講
師
　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
研
究
所
　  

　
長
内
　
紳
悟
氏

　
工
学
博
士
　  

新
藤
　
勇
治
氏

　
長
内
氏
の
講
演
は
、
﹁
話
し

合
う
﹂
こ
と
の
重
要
性
を
軸
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
話
の
ル
ー
ル
と
し
て
﹁
自
分

だ
け
で
話
さ
ず
、
相
手
の
話
に
耳

を
傾
け
る
﹂｢

相
手
の
意
見
を
否

定
し
な
い
﹂｢

断
定
し
な
い
﹂
﹁
沈

黙
︵
考
え
る
時
間
︶
を
歓
迎
す
る
﹂

﹁
意
見
を
変
え
る
こ
と
を
歓
迎
す

る
﹂
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
委
員
会
に
よ
る
代

表
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
全
国

の
議
会
の
実
例
を
挙
げ
、
委
員

会
内
で
質
問
内
容
の
検
討
や
反

省
会
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ

り
深
い
質
疑
を
展
開
で
き
る
と

講
演
会
報
告

　
　
　
　
主
催
　
日
野
町
議
会

講
演
　
日
野
郡
の
医
療
に
お
け

る
問
題
点
と
将
来
展
望

開
催
日
　
10
月
13
日

会
場
　
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
日
野
病
院
組
合
病
院
長

　
　
　
　
　
　
孝
田
　
雅
彦
氏

　
日
野
郡
に
は
、
日
南
病
院
、

日
野
病
院
、
江
尾
診
療
所
の
３

つ
の
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
持
続
可

能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
の
は
、
①

急
激
な
人
口
減
少
に
よ
る
医
業

収
益
の
悪
化
②
医
師
確
保
の
困

難
化
③
以
上
２
点
に
よ
る
フ
ル

ス
ペ
ッ
ク
で
医
療
体
制
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
の
困
難
化
、
な

ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
講

演
で
は
﹁
日
野
病
院
が
日
野
郡

に
あ
り
続
け
る
こ
と
の
意
義
﹂

が
、
経
済
面
や
人
の
集
ま
り
、

移
住
定
住
の
視
点
か
ら
説
得
力

を
も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
日
野
郡
の
医
療
機

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
藤
氏
は
、

①
コ
ロ
ナ
の
動
向
と
コ
ロ
ナ
後

の
課
題

②
産
業
界
の
動
向
と
コ
ロ
ナ
後

③
コ
ロ
ナ
後
の
市
町
村
の
対
応

と
町
村
議
会
・
議
員
の
役
割

　
と
題
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

と
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

日野病院に最新のＭＲＩが導入された

関
と
鳥
大
病
院
の
連
携
、
人
口

減
少
・
患
者
減
少
へ
の
対
応
策
、

医
師
確
保
の
た
め
の
地
域
医
療

学
教
室
へ
の
支
援
、
医
療
機
器

の
導
入
︵
最
新
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

済
み
︶
、
ス
マ
ー
ト
日
野
ヘ
ル

ス
ケ
ア
構
想
な
ど
が
語
ら
れ
、

行
政
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
孝
田
病
院
長
講
演
の
後
、
病

院
職
員
に
よ
る
﹁
病
児
病
後
児

保
育
﹂
﹁
透
析
治
療
患
者
の
送

迎
サ
ー
ビ
ス
﹂
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
医
療
介
護
連
携
の
た
め

の
画
像
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
﹂

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
中
身
の
濃

い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

政策立案できる議会を
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あ
と
が
き

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　委
員
長

　梅
林

　敏
彦

　副
委
員
長

　安
達

　幸
博

　
　
　委
員

　佐
々
木

　求

　
　
　委
員

　中
原

　信
男

　
　
　委
員

　松
尾

　信
孝

　
　
　委
員

　金
川

　守
仁

　町
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　約

２
年
に
及
ぶ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
生
活
様

式
が
変
わ
り
、
大
変
な
日
常
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。　新

し
い
年
と
な
り
、
こ
の
感

染
症
が
全
国
的
に
収
ま
り
、
安

全
安
心
で
健
康
な
暮
ら
し
が
で

き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　議
会
も
皆
さ
ん
の
日
々
の
生

活
を
一
番
に
考
え
、
こ
の
問
題

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　今
年
も
、
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
頂
き
、
議
会
活
動
に
生
か

し
、
全
員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　︵
記

　中
原

　信
男
︶

　人
口
減
と
高
齢
化
に
よ
っ
て

山
間
地
の
小
さ
な
集
落
が
年
々

疲
弊
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
阻
止
し
、
集
落
を
元

気
に
し
よ
う
と
、
日
野
郡
で
は

令
和
元
年
か
ら
日
野
振
興
セ
ン

タ
ー
の
職
員
さ
ん
が
郡
内
３
町

の
集
落
を
精
力
的
に
巡
り
、
住

民
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　日
野
町
に
お
い
て
は
、
企
画

政
策
課
の
若
手
職
員
と
タ
ッ
グ

を
組
み
、
こ
れ
ま
で
16
の
集
落

に
出
か
け
て
話
し
合
い
を
し
、

地
区
毎
の
状
況
に
応
じ
た
元
気

づ
く
り
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
４
つ

の
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
元
気

な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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この『日野に生きる』は、日野町
に住む人々の暮らしと想いを
テーマにお届けする連載です。

日野に生きる

取材記事シリーズ！

第6回 
集落再生の息吹が聞こえる

　農機具小屋を片づ

けて、写真展示館を

兼ねたカフェを誕生

させました。昔の写

真を各戸が持ち寄り、

また別所出身の日置

美也子さん（千葉県

在住）撮影の懐かし

い写真を展示しました。

　昔懐かしい音楽が流れる中、お年寄りから赤

ちゃんまで集落出身者も集まって、賑やかなお

しゃべりに花が咲きました。

別所集落　農機庫で村の写真展開催

　奥渡では３つ

の集落が連携し

て週１回の村づ

くりカフェを始

めました。

　カフェでは百

歳 体 操 の 後 、

コーヒーを飲み

ながらの地域交流と情報交換を楽しんでいます。

　そして、このカフェから生まれたのが奥渡彩

り倶楽部。公民館の庭に花を植え、手入れをす

る姿が自然発生的に見られるようになりました。

奥渡地区　奥渡彩り倶楽部を結成

　上上菅地区では、

高齢者の引きこも

り解消と健康促進

が課題となってい

ました。また、田

畑の荒廃も問題で

した。

　そこで放棄地を

耕してニンニクを栽培し、健康促進のために黒

ニンニク作りを始めました。この活動には日野

高校の生徒も参加してくれていて、今では生き

がい作りのひとつにもなっています。

上上菅地区　ニンニク栽培に高校生も

　諏訪ではこれま

で、竹林の拡大で

生活環境の悪化に

悩まされていまし

たが、この厄介者

を地域おこしの起

爆剤として活用し

始めました。

　伐った竹を粉砕して堆肥化しました。その堆

肥を使って唐辛子を栽培。地域特産品として販

売も開始し、小さなコミュニティビジネスと

なっています。

諏訪集落　竹堆肥で唐辛子を商品化
かみかみすげ

懐かしい写真を集めて写真展長楽寺を見学中の彩り俱楽部

ピリッと小気味良い辛さが評判地域作りは生きがいも生みます


